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第　 1　問

正の整数 nに対し，関数 f(x)を

f(x) = x3 − 4x2 − 2nx+ 8

と定義する。xについての方程式 f(x) = 0が 3つの実数解 α，β，γ (α < β < γ)をも
ち，そのうちの 1つが負の整数であるとする。次の問いに答えよ。

(1) n，および α，β，γ を求めよ。

(2)

∫ γ

β

f(x) dxを求めよ。
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第　 2　問

xyz 空間内に，2点 P (1, 2, 3)，Q(4, −4, 9)を通る直線 ℓがある。点 A(9, 1, 7)か
ら ℓにひいた垂線と ℓとの交点を Hとする。また，ℓと点 B (1, 2, −15)を含む平面を α

とする。次の問いに答えよ。

(1) Hの座標，および線分 HAの長さを求めよ。

(2) 以下の 2つの条件をともにみたす，平面 α上の点 Cの座標をすべて求めよ。

直線 HC ⊥ ℓ, HC = HA
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第　 3　問

m，nを実数とする。xy 平面上に直線 ℓ : y = mx + nと曲線 C : y = x3 − 3x2 があ
り，ℓと C は異なる 3点で交わっている。各交点の x座標を a，b，c (a < b < c)とおく。
以下，b = a+ c

2
が成り立つとする。次の問いに答えよ。

(1) bの値を求めよ。

(2) m，nをそれぞれ aを用いて表せ。また，aの取りうる値の範囲を求めよ。

ℓの傾きmを tanα
(
− π

2
< α < π

2

)
とし，C 上の点 (

a, a3 − 3a2
)における C の接

線 ℓ′ の傾きを tanβ
(
− π

2
< β < π

2

)
とする。

(3) 1
tan(β − α)

を aを用いて表せ。

(4) aが (2)で求めた範囲にあるとき， 1
tan(β − α)

の最小値とそのときの aの値を求
めよ。
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